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〈
資
格
・
給
付
編
〉

問　

年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
、

被
保
険
者
証
は
、
い
つ
郵
送
さ
れ
ま

す
か
。

答　

各
事
由
（
新
た
に
75
歳
に
な
る
こ
と
、

転
入
、
生
活
保
護
の
停
止
・
廃
止
、
障
害
認
定
）

に
よ
っ
て
、
資
格
取
得
日
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

１
に
該
当
す
る
方
の
被
保
険
者
証
は
、
誕

生
日
の
前
月
中
旬
に
香
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
「
特
定
記
録
郵
便
」
で
郵

送
さ
れ
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
被
保
険
者
証
は

誕
生
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
〜
４
に
該
当
す
る
方
の
被
保
険
者
証
は
、

後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問　

ど
ん
な
給
付
が
あ
り
ま
す
か
。

答　

給
付
に
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。
療
養
費
、

高
額
療
養
費
、
葬
祭
費
で
す
。

問　
「
療
養
費
」
と
し
て
、
い
く
ら
支

給
さ
れ
ま
す
か
。

答　

自
己
負
担
分
（
１
割
、
現
役
並
み
所
得

者
は
３
割
）
を
除
い
た
９
割
（
現
役
並
み
所

得
者
は
７
割
）
の
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代
が
か

か
っ
た
と
き
に
、
被
保
険
者
が
い
っ
た
ん
全

額
を
自
己
負
担
し
た
後
、
療
養
費
の
支
給
を

申
請
し
て
認
め
ら
れ
た
と
き
に
限
り
ま
す
。

問　

療
養
費
支
給
の
申
請
の
と
き
に

必
要
な
物
は
何
で
す
か
。

答　

被
保
険
者
証
、
認
め
印
、
預
金
通
帳
、

領
収
書
、
装
着
証
明
書
（
医
療
機
関
発
行
）

で
す
。

問　
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
、
い
く

ら
支
給
さ
れ
ま
す
か
。

答　

１
カ
月
（
同
月
内
）
の
医
療
費
の
自
己

負
担
額
が
一
定
の
限
度
額
＝
下
表
参
照
＝
を

超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

問　

高
額
療
養
費
支
給
の
申
請
を
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

答　

年
度
途
中
に
加
入
し
、
支
給
要
件
を
満

た
す
方
に
は
、『
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
』

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
担
当
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問　
「
葬
祭
費
」
と
し
て
、
い
く
ら
支

給
さ
れ
ま
す
か
。

答　

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
申

請
に
よ
り
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
５
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問　

葬
祭
費
支
給
の
申
請
の
と
き
に

必
要
な
物
は
何
で
す
か
。

答　

被
保
険
者
証
、認
め
印
、預
金
通
帳
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
福
祉
保
険
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
４

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　

薀
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

〈
保
険
料
編
〉

問　

平
成
20
年
10
月
以
降
、
年
金
天

引
き
が
中
断
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

今
年
度
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答　

７
月
10
日
に
、
平
成
21
年
度
の
保
険

料
額
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
４

月
、
６
月
、
８
月
か
ら
年
金
天
引
き
が
開
始

さ
れ
る
方
を
除
き
、
少
な
く
と
も
第
１
期
か

ら
第
３
期
ま
で
は
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問　

納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
口

座
振
替
に
し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

答　

６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
第
１
期
か
ら
口
座
振
替
が
可
能
で

す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
指
定
金
融
機
関
に

口
座
振
替
の
申
込
用
紙
（
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
預
金
通
帳
、

通
帳
の
届
け
出
印
を
ご
持
参
の
上
、
金
融
機

関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
申
し
込
み
が
７
月
以
降
に
な
る

と
希
望
し
た
納
期
か
ら
の
口
座
振
替
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
。

問　

６
月
か
ら
新
た
に
年
金
天
引
き

さ
れ
る
よ
う
な
の
で
す
が
、
ど
ん
な

人
が
対
象
に
な
る
の
で
す
か
。

答　

平
成
20
年
10
月
上
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま

で
の
間
に
資
格
を
取
得
し
、
年
金
天
引
き
の

対
象
と
な
る
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
、

か
つ
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険

料
を
合
わ
せ
た
額
が
そ
の
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
方
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
６
月
上
旬
に
年
金
天
引
き

開
始
の
お
知
ら
せ
を
し
、
平
成
21
年
度
の
保
険

長
寿
医
療
制
度
（
資
格
・
給
付
・
保
険
料
）

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）に
つ
い
て
の
１
問
１
答

事　
　

由

資
格
取
得
日

1

新
た
に
75
歳
に
な

る
こ
と

誕
生
日

2

転
入

転
入
に
よ
り
住
所

を
定
め
た
日

3

生
活
保
護
の
停

止
・
廃
止

停
止
・
廃
止
と

な
っ
た
日

4

障
害
認
定

申
請
日

（
※
要
申
請
）

自己負担限度額（月額）

所得区分
外来

（個人単位）
外来＋入院
（世帯単位）

現役並み所得者 44,400円 80,100円　※1
一 般 12,000円 44,400円　
低所得者Ⅱ　※2

8,000円
24,600円　

低所得者Ⅰ　※2 15,000円　
※1 　医療費総額が267,000円を超えた場合は、超えた分の1％
を加算。ただし、過去1年間に4回以上支給を受ける場合
は、4回目以降の限度額は44,400円。

※2 　低所得者Ｉ・Ⅱの方（住民税非課税世帯の方）は、入
院の際に『限度額適用・標準負担額減額認定証』が必要。
事前に町担当窓口へ申請を。

※3 　75歳に到達した月の限度額は、上記の半額。ただし、
1日生まれの場合を除く。
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地
デ
ジ
説
明
会
・
健
診
実
施
医
療
機
関

料
額
決
定
通
知
書
は
７
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

問　

６
月
か
ら
年
金
天
引
き
さ
れ
る

額
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

答　

６
月
、
８
月
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
中
の
所
得
を
基
に
算
出
さ
れ
た
保
険
料
額

（
12
カ
月
分
）
の
６
分
の
１
の
額
ず
つ
に
な
り

ま
す
。

　

10
月
、
12
月
、
２
月
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
中
の
所
得
を
基
に
算
出
し
た
、
平
成
21

年
度
の
保
険
料
額
（
年
額
）
か
ら
６
月
、
８

月
に
年
金
天
引
き
さ
れ
た
保
険
料
の
合
計
額

を
差
し
引
い
た
額
の
お
お
む
ね
３
分
の
１
の

額
ず
つ
に
な
り
ま
す
。

問　

年
金
天
引
き
さ
れ
る
人
で
も
申

し
出
を
す
れ
ば
、
納
付
方
法
が
変
更

で
き
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

答　

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
方
で
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
ご
希
望

の
方
は
町
役
場
税
務
課
、
各
支
所
の
い
ず
れ

か
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
後
の
必

要
な
手
続
き
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

申
し
出
が
奇
数
月
の
場
合
は
３
カ
月
後
、

偶
数
月
の
場
合
は
４
カ
月
後
の
年
金
か
ら
天

引
き
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
税
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　

薀
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

総
務
省
に
よ
る

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
無
料
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

　

広
報
ま
ん
の
う
５
月
号
で
も
ご
紹
介
し
た

よ
う
に
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
の
に
伴
い
、
自
宅
の

テ
レ
ビ
を
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き

る
環
境
に
移
行
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
移
行
に
当
た
っ
て
、
移
行
費
用
が
い

く
ら
か
か
る
の
か
、
今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
見
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
、
今
の
ア
ン
テ
ナ
は
交
換
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
な
ど
多
く
の
疑
問
が

思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
準
備
に
必
要
な
情

報
を
、
専
門
の
担
当
者
が
お
伝
え
し
ま
す
。

多
く
の
会
場
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を

は
じ
め
、
安
価
で
簡
易
な
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
、
簡
単
で
使
い
や
す
い
リ
モ
コ
ン
、
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
参
加
者

ご
自
身
が
手
に
取
っ
た
り
試
し
て
み
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
可
能
な
限
り
、
個
別
の
ご
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
機
器
の
販
売
契
約
な
ど
は
一
切
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
不

要
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
近
く
の
会
場
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省
香
川
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー　

デ
ジ
サ
ポ
香
川
説
明
会
事
務
局

　

薀
０
８
７
（
８
２
２
）
９
２
１
３

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加

入
者
は
、
町
内
指
定
医
療
機
関
で
の

健
診
受
診
も
可
能

　

広
報
ま
ん
の
う
５
月
号
で
も
ご
紹
介
し
た
よ

う
に
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
の
方
は
、
健
康
診
査
を
６
月
中

の
み
、
９
つ
の
町
内
指
定
医
療
機
関
の
い
ず
れ

か
で
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

各
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
き
ま
す
。

　

受
診
時
に
必
要
な
物
や
自
己
負
担
金
額
な

ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
ま
ん
の
う
５
月
号
（
５

ペ
ー
ジ
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
医
療
機
関
（
９
機
関
）

　

い
わ
さ
き
循
環
器
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

永
生
病
院

　

大
山
内
科
医
院

　

小
国
医
院

　

川
口
医
院

　

町
立
造
田
診
療
所

　

た
か
お
整
形
外
科
医
院

　

ふ
か
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

山
本
ヒ
フ
泌
尿
器
科
医
院

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
６

町
内
一
斉
清
掃

　

６
月
７
日
（
日
）
実
施

　

私
た
ち
の
町
は
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に

し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
住
民
生
活
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
１

説明会日程表

日　　時 会　　場 定員

6月18日（木）

13:30～15:30

満濃農改センター 60

6月19日（金） 仲南支所 60

6月22日（月） 高篠ふれあいセンター 40

6月23日（火） 琴南公民館 50

6月24日（水） なごみ館 80

6月25日（木） 満濃保健センター 70

6月26日（金） 神野婦人の家 80
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
に
は「
免
除
制
度
」の
ご
利
用
を

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
や
天
災
、

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
（
保
険

料
免
除
制
度
と
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
所
得
な
ど
に
応

じ
た
免
除
・
猶
予
制
度
が
利
用
で
き
、
保
険

料
が
納
め
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
保
険
料
免
除
制
度
に
は
４
種
類

　
「
全
額
免
除
制
度
」
や
、
一
部
納
付
（
一
部

免
除
）
制
度
と
し
て
、
４
分
の
１
納
付
、
半

額
納
付
、
４
分
の
３
納
付
が
あ
り
ま
す
。

▽
保
険
料
免
除
制
度
の
対
象
者

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
す
べ
て
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

▽
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
で
、
本
人
、
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方
（
所
得
の
高

い
世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
保
険
料
免
除
制

度
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
方
）
は
、
保
険
料

が
全
額
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▽
承
認
期
間
は
い
つ
ま
で
？

　

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
間
に
申
請
し
た

場
合
は
、
そ
の
年
の
６
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
は
ど
こ
へ
？

　

住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
（
ま
ん
の
う
町
で
あ
れ
ば
、
福
祉
保

険
課
、
仲
南
支
所
、
琴
南
支
所
、
美
合
出
張

所
の
い
ず
れ
か
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▽
「
全
額
免
除
」
ま
た
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
」

を
継
続
希
望
さ
れ
る
場
合
は

　

全
額
免
除
（
一
部
納
付
を
除
き
ま
す
。）
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
方
が
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
全
額
免

除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
を
行
わ
な
く
て

も
、
継
続
し
て
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て

自
動
的
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
審
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
、
た
と
え
所
得
が
な
い
場
合
で
も
、
必

ず
税
務
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
承
認
を
受
け
た
期
間
は
ど
う
な
る
？

　

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
す
べ

て
含
ま
れ
ま
す
。
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を

請
求
す
る
と
き
は
、
納
付
済
期
間
と
同
じ
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

▽
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
の
と
き
は

■
全
額
免
除
期
間
分

　

全
額
納
付
の
場
合
の
３
分
の
１

■
４
分
の
１
納
付
期
間
分

　

全
額
納
付
の
場
合
の
２
分
の
１

■
半
額
納
付
期
間
分

　

全
額
納
付
の
場
合
の
３
分
の
２

■
４
分
の
３
納
付
期
間
分

　

全
額
納
付
の
場
合
の
６
分
の
５

と
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
国
庫
負
担
が
３
分
の
１
の
場
合
。

※ 

若
年
者
納
付
猶
予
の
期
間
は
年
金
額
へ
の

反
映
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課　

薀
０
８
７
７（
６
２
）１
６
６
０

妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
が
5
回

か
ら
14
回
に

　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
国
の
臨
時
特
例
交
付
金
を
受
け
、
妊

婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
回
数
が
５
回
か
ら

14
回
に
拡
充
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
費
負
担
は
、
県
内
の
医
療
機
関
や

助
産
所
、
里
帰
り
出
産
な
ど
で
県
外
の
医
療

機
関
で
受
診
し
た
、
一
般
的
な
妊
婦
健
康
診

査
を
対
象
と
し
て
お
り
、
健
康
診
査
の
内
容

す
べ
て
が
無
料
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
保
険
適
用
分
も
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、

「
県
外
用
受
診
票
」
が
必
要
と
な
る
の
で
、『
母

子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
と
『
母
子
手
帳
』

を
ご
持
参
の
上
、
必
ず
事
前
に
健
康
増
進
課

で
必
要
な
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
６

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
締
め
切

り
は
、
6
月
26
日
（
金
）

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
6

月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状

況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

も
し
こ
の
届
け
出
が
な
け
れ
ば
、
た
と
え

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
6
月
以
降
の
手
当

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
「
現
況
届
」
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先

　

ま
ん
の
う
町
福
祉
保
険
課
、
仲
南
支
所
、

琴
南
支
所
、
美
合
出
張
所
の
い
ず
れ
か
の
窓

口【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
福
祉
保
険
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
４

国
民
年
金
・
妊
婦
健
診
・
児
童
手
当

◆日時／6月23日（火）午前10時～
午後4時◆内容／女性に対する暴力
（ドメスティック・バイオレンス、スト
ーカー、セクシュアル・ハラスメント）
や離婚に関する諸問題、職場におけ
る差別など、女性の権利一般◆相談
方法／電話相談（予約不要、�087・
822・3693）、面接相談（予約制） 
◆面接相談会場／香川県弁護士会
館（高松市丸の内2-22） 
【問い合わせ先】 
香川県弁護士会事務局 
　�087（822）3693
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か
り
ん
の
丘
公
園
利
用
案
内

　

５
月
３
日
、
吉
野
４
３
１
４
番
地
１
の
地

に
全
面
開
園
し
た
「
か
り
ん
の
丘
公
園
」。
総

事
業
費
13
億
３
、６
０
０
万
円
。
総
敷
地
面
積

10
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　

こ
の
広
大
な
公
園
は
、
平
成
14
年
度
に
都

市
公
園
等
統
合
補
助
事
業
満
濃
町
総
合
公
園

工
事
と
し
て
事
業
が
開
始
さ
れ
、
平
成
19
年

４
月
28
日
の
一
部
開
園
（
３
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

を
経
て
今
日
に
至
り
ま
す
。

　

幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
が
心
身
共
に
快
適

な
生
活
や
空
間
を
体
験
で
き
る
場
を
提
供
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
園
内
に
は
、
少
年
野

球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
や
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
、ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
ン
ド
（
以
上
３
施
設
は
、

使
用
が
有
料
。
料
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
下

表
参
照
。）、
芝
生
広
場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
、
管
理

棟
（
会
議
室
、

ト
イ
レ
、
更

衣
室
、
雨
よ

け
施
設
）
な

ど
が
あ
り
ま

す
＝
下
図
参

照
。

　

さ
ら
に
、こ

の
公
園
は
、防

災
面
も
配
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
ま
ん
の
う
町
地
域
防
災
計
画
』
で
は
、
当
公

園
を
災
害
対
策
用
へ
リ
ポ
ー
ト
の
一
つ
に
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
災
害
時
支

援
の
た
め
、
防
災
用
備
蓄
倉
庫
と
１
４
０
ト

ン
の
貯
留
施
設
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
公
園
は
、
近
隣
の
国
営
讃

岐
ま
ん
の
う
公
園
と
の
連
携
・
相
乗
効
果
に

よ
り
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

か
り
ん
の
丘
公
園
管
理
事
務
所

　

薀
（
７
９
）
１
２
５
０

　
　

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
兼
用

　
　

※ 

電
話
で
の
受
付
は
年
末
年
始
を
除
く
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

か
り
ん
の
丘
公
園　

つ
い
に
全
面
開
園

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
た
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に

長炭 
小学校 

かりんの丘公園 

料　　金　　表

施　設　名 金　　　　額

少 年 野 球 場
ソフトボール場

１時間　　　　　：1,000円
半日（午前・午後）：3,000円
終日　　　　　　：5,000円

多 目 的　　　
グ ラ ウ ン ド

１時間　　　　　：1,000円
半日（午前・午後）：3,000円
終日　　　　　　：5,000円

トライアルランド
（オートバイ）

一
人
に
つ
き

１日　　　　： 500円

１年　　　　：10,000円

トライアルランド
（ 自 転 車 ）

１日　　　　： 300円

１年　　　　： 5,000円

※要予約。予約は1カ月前から3日前までに。
※ 使用は年末年始を除く、午前9時から午後6時まで。

1

�少年野球場・ソフトボール場（有料施設） 

�アスレチック広場 

�多目的グラウンド（有料施設） 

�トライアルランド（有料施設） 

2

3

4

　両翼71ｍの球場を整備。バックネット裏の本部席や 
選手席、観覧席があり、本格的な大会開催が可能。 
　周囲にはフェンスを配備するなど、安全面にも配慮。 

　四国でも数少ない子供から大人まで自転車とオートバイで楽しめる 
本格的なトライアル場。エリア内には、人工マウンテンセクションや石 
と巨大タイヤセクションを設置。四国選手権大会の開催を計画中。 

　少年サッカー、グラウンドゴルフなどの 
練習や大会開催としても活用可能。 

小型駐車場１６５台 
（うち身障者用５台）、 
大型駐車場５台 
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三
豊
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
町
人
事

ま
ん
の
う
町
民
も
利
用
可
能
に

た
っ
た
１
０
０
円
で
行
動
範
囲
が
大

幅
に
拡
大

　

Ｊ
Ｒ
琴
平
駅
と
三
豊
総
合
病
院
を
結
び
、

主
に
国
道
３
７
７
号
線
を
運
行
し
て
い
る
三

豊
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
山
本
線
で
４
月
か

ら
、
ま
ん
の
う
町
内
の
２
カ
所=

地
図
参
照

＝
に
停
留
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

乗
車
料
金
は
ど
ん
な
に
乗
り
継
い
で
も
目

的
地
ま
で
１
０
０
円
で
、
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
運
行
（
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
30
日

か
ら
１
月
３
日
ま
で
運
休
）
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路

線
や
各
停
留
所
の
発
着
時
刻
に
つ
い
て

は
、
三
豊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.m

itoyo.lg.jp

）
で
ご
確
認
さ
れ

る
か
、
三
豊
市
政
策
部
地
域
振
興
課
（
薀

０
８
７
５
・
７
３
・
３
０
１
３
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
異
動
、
昇
任
（
４
月
１
日
）

議
会
事
務
局
主
査
（
住
民
課
主
査
）
大
西
み

ど
り
▽
総
務
課
係
長
（
建
設
課
係
長
）
常
包

英
希
▽
琴
南
支
所
課
長
補
佐
（
環
境
保
全
課

課
長
補
佐
）
隅
田
幸
子
▽
琴
南
支
所
係
長
（
農

林
課
係
長
）
橋
本
和
子
▽
琴
南
支
所
主
査
（
美

合
出
張
所
主
査
）
黒
川
哲
也
▽
美
合
出
張
所

主
任
主
事
（
農
林
課
主
任
主
事
）
三
好
剛
司

▽
仲
南
支
所
長
（
福
祉
保
険
課
課
長
補
佐
）

楠
原
善
志
▽
仲
南
支
所
課
長
補
佐
（
仲
南
支

所
係
長
）
池
下
光
明
▽
仲
南
支
所
課
長
補
佐

（
仲
南
支
所
係
長
）
松
下
信
重
▽
企
画
政
策

課
長
（
琴
南
支
所
課
長
補
佐
）
川
田
正
広
▽

企
画
政
策
課
係
長
（
土
地
改
良
課
係
長
）
岸

本
広
宣
▽
税
務
課
課
長
補
佐
（
税
務
課
係
長
）

多
田
浩
章
▽
税
務
課
係
長
（
琴
南
支
所
係
長
）

佐
野
弥
生
▽
税
務
課
主
査
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
主
査
）
香
川
純
二
▽
住
民
生
活
課

長
（
住
民
課
長
）
三
宅
茂
▽
住
民
生
活
課
課

長
補
佐
（
住
民
課
課
長
補
佐
）
仁
木
正
樹
▽

住
民
生
活
課
課
長
補
佐
（
企
画
政
策
課
課
長

補
佐
）
細
原
敬
弘
▽
住
民
生
活
課
係
長
（
住

民
課
係
長
）
上
岡
秀
美
▽
住
民
生
活
課
係
長

（
環
境
保
全
課
係
長
）
香
川
照
文
▽
住
民
生
活

課
係
長
（
環
境
保
全
課
係
長
）
松
崎
繁
▽
住

民
生
活
課
主
査
（
住
民
課
主
査
）
國
廣
美
紀

▽
住
民
生
活
課
主
査
（
住
民
課
主
査
）
斉
藤

美
和
▽
住
民
生
活
課
主
任
主
事
（
琴
南
支
所

主
任
主
事
）
宮
武
真
理
▽
住
民
生
活
課
主
事

（
環
境
保
全
課
主
事
）
三
井
克
文
▽
住
民
生
活

課
運
転
手
（
環
境
保
全
課
運
転
手
）
神
余
正

樹
▽
住
民
生
活
課
運
転
手
（
環
境
保
全
課
運

転
手
）
三
好
祐
二
▽
住
民
生
活
課
運
転
手
（
環

境
保
全
課
運
転
手
）
森
忠
雄
▽
福
祉
保
険
課

課
長
補
佐
（
環
境
保
全
課
課
長
補
佐
）
兼
近

実
▽
福
祉
保
険
課
係
長
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
係
長
）
石
川
純
子
▽
福
祉
保
険
課
主
事

（
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）
松

村
文
枝
▽
健
康
増
進
課
長
（
水
道
課
長
）
宮

地
隆
▽
健
康
増
進
課
健
康
生
き
が
い
施
設
対

策
室
主
任
主
事
（
福
祉
保
険
課
健
康
生
き
が

い
施
設
対
策
室
主
任
主
事
）
庄
智
裕
▽
産
業

経
済
課
長
（
農
林
課
長
）
鐡
原
孝
一
▽
産
業

経
済
課
課
長
補
佐
（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）

脇
隆
博
▽
産
業
経
済
課
課
長
補
佐
（
農
林
課

課
長
補
佐
）
見
間
照
史
▽
産
業
経
済
課
係
長

（
水
道
課
係
長
）
池
下
尚
治
▽
産
業
経
済
課

係
長
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
係
長
）
宮

崎
雅
則
▽
産
業
経
済
課
主
査
（
農
林
課
主
査
）

山
本
貴
文
▽
産
業
経
済
課
主
査
（
商
工
観
光

課
主
査
）
亀
井
真
治
▽
産
業
経
済
課
主
任
主

事
（
商
工
観
光
課
主
任
主
事
）
大
西
美
千
代

▽
産
業
経
済
課
主
事
（
議
会
事
務
局
主
事
）

藤
岡
弘
美
▽
産
業
経
済
課
主
事
（
商
工
観
光

課
主
事
）
岩
倉
真
司
▽
建
設
課
課
長
補
佐
（
仲

南
支
所
課
長
補
佐
）
池
田
勝
正
▽
建
設
課
係

長
（
福
祉
保
険
課
係
長
）
久
保
田
純
子
▽
建

設
課
主
査
（
環
境
保
全
課
主
査
）
小
縣
茂
▽

建
設
課
主
任
主
事
（
環
境
保
全
課
主
任
主
事
）

赤
松
宣
周
▽
建
設
課
主
任
主
事
（
琴
南
支
所

主
任
主
事
）
澤
田
茂
▽
土
地
改
良
課
長
（
企

画
政
策
課
長
）
齋
部
正
典
▽
土
地
改
良
課
係

長
（
農
林
課
係
長
）
河
田
勝
美
▽
土
地
改
良

課
主
査
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
査
）

丸
山
晃
弘
▽
土
地
改
良
課
主
査
（
香
川
県
中

讃
土
地
改
良
事
務
所
）
山
本
雅
昭
▽
水
道
課

長
（
仲
南
支
所
長
）
岡
澤
勉
▽
水
道
課
課
長

377
23

208

佐文工業団地 
●いこいの郷公園 
　ヴィスポことひら 
●いこいの郷公園 
　ヴィスポことひら 

国
道
32号

バ
イ
パ
ス 

佐文 

買田 
買田東 

買田南 

十郷 

（佐文のファミリーマート前） （佐文のファミリーマート前） 

（買田交差点を北へ200ｍ） （買田交差点を北へ200ｍ） 

319

JR土讃線 

時　　刻　　表
◆三豊総合病院方面行き

バス停留所名 第1便 第2便 第3便 第4便 第5便

買 田 7:15発 9:55発 12:25発 14:25発 17:13発

佐 文 7:18発 9:58発 12:28発 14:28発 17:16発

三豊総合病院 8:04着 10:44着 13:14着 16:14着 18:02着

◆琴平駅方面行き

バス停留所名 第1便 第2便 第3便 第4便 第5便

佐 文 6:52発 8:50発 11:30発 14:00発 17:00発

買 田 6:55発 8:53発 11:33発 14:03発 17:03発

琴 平 駅 6:58着 8:56着 11:36着 14:06着 17:06着

ま
ん
の
う
町
人
事

停留所地図

蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆
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町
職
員
採
用
試
験
案
内
・
町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

補
佐
（
水
道
課
係
長
）
宮
本
一
司
▽
水
道
課

主
査
（
企
画
政
策
課
主
査
）
山
下
健
司
▽
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
長
）
長
田
徹
▽
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
満
濃
中
学
校
改
築
対
策
室
課
長
補
佐

（
総
務
課
係
長
）
香
川
雅
孝
▽
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
満
濃
中
学
校
改
築
対
策
室
主
査
（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
査
）
鈴
木
正
俊
▽

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
事
（
満
濃
中
学

校
主
事
）
吉
原
涼
子
▽
満
濃
南
小
学
校
調
理

員
（
満
濃
南
保
育
所
調
理
員
）
久
保
美
子
▽

長
炭
幼
稚
園
教
諭
（
四
条
幼
稚
園
教
諭
）
大

野
有
紀
▽
満
濃
南
幼
稚
園
長
（
仲
南
東
幼
稚

園
長
）
森
近
比
登
惠
▽
満
濃
南
幼
稚
園
教
諭

（
高
篠
幼
稚
園
教
諭
）
坂
本
香
▽
四
条
幼
稚
園

長
（
満
濃
南
保
育
所
長
）
椛
木
恵
理
子
▽
高

篠
幼
稚
園
長
（
四
条
幼
稚
園
長
）
京
兼
信
子

▽
仲
南
北
幼
稚
園
長
（
満
濃
南
幼
稚
園
教
諭
）

山
内
京
子
▽
仲
南
東
幼
稚
園
長
（
仲
南
東
幼

稚
園
教
諭
）
神
垣
郁
子
▽
琴
南
学
校
給
食
調

理
場
調
理
員
（
四
条
小
学
校
調
理
員
）
深
井

ま
ゆ
み
▽
琴
南
保
育
所
長
（
高
篠
幼
稚
園
長
）

豊
田
早
苗
▽
琴
南
保
育
所
保
育
士
（
満
濃
南

保
育
所
保
育
士
）
平
田
恵
美
子
▽
長
炭
保
育

所
長
兼
長
炭
幼
稚
園
長
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
係
長
）
細
川
八
重
子
▽
長
炭
保
育
所

保
育
士
（
琴
南
保
育
所
保
育
士
）
新
開
由
美
▽

長
炭
保
育
所
保
育
士
（
満
濃
南
保
育
所
保
育

士
）
坂
本
菜
々
子
▽
満
濃
南
保
育
所
長
（
琴

南
保
育
所
長
）
闍
橋
京
子
▽
満
濃
南
保
育
所

保
育
士
（
琴
南
保
育
所
保
育
士
）
香
川
早
都

子
▽
満
濃
南
保
育
所
調
理
員
（
満
濃
中
学
校

調
理
員
）
竹
内
由
美
子
▽
仲
南
東
保
育
所
調

理
員
（
満
濃
南
小
学
校
調
理
員
）
松
原
征
子

▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
（
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
）
田
岡
一
道
▽
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
任
主
事
（
長
炭
保

育
所
保
育
士
）
松
浦
千
奈
美
▽
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
主
任
主
事
（
土
地
改
良
課
主
任

主
事
）
横
関
智
之
▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
主
任
主
事
（
仲
南
支
所
主
任
主
事
）
浦
山

知
靖

■
派
遣
（
４
月
１
日
）

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
（
税
務
課
主
査
）

柴
坂
学
▽
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
（
住
民
課
主
任
主
事
）
薄
木
博
人
▽
香
川

県
中
讃
土
地
改
良
事
務
所
（
土
地
改
良
課
主

事
）
大
西
勝
之

■
採
用
（
４
月
１
日
）

総
務
課
主
事　

闍
橋
和
也
▽
健
康
増
進
課
栄

養
士　

河
野
香
代
▽
四
条
幼
稚
園
教
諭　

田

中
優
子
▽
高
篠
幼
稚
園
教
諭　

蓮
井
仁
子
▽

仲
南
東
幼
稚
園
教
諭　

間
賀
菜
都
美

■
退
職
（
３
月
31
日
）

環
境
保
全
課
長　

宮
下
一
行
▽
商
工
観
光
課

長　

大
西
徹
野
▽
税
務
課
課
長
補
佐　

曽
我

部
照
代
▽
健
康
増
進
課
課
長
補
佐　

元
木
知

恵
子
▽
教
育
委
員
会
次
長
兼
学
校
教
育
課
長

加
見
重
照
▽
健
康
増
進
課
長　

細
川
憲
志
▽

土
地
改
良
課
長　

久
保
田
正
章
▽
総
務
課
主

事　

谷
口
晶
子
▽
仲
南
東
保
育
所
調
理
員　

葛
原
ま
り
子
▽
仲
南
東
保
育
所
保
育
士　

香

川
順
子
▽
満
濃
南
幼
稚
園
長　

上
里
八
重
子

▽
満
濃
南
小
学
校
調
理
員　

大
西
惠
子
▽
長

炭
小
学
校
調
理
員　

眞
鍋
ス
ミ
子
▽
長
炭
保

育
所
長
兼
長
炭
幼
稚
園
長　

佐
藤
め
ぐ
み
▽

仲
南
北
幼
稚
園
長　

枝
園
惠
子

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
職
員
採
用

試
験
案
内

▽
採
用
予
定
人
員

　

一
般
行
政
（
大
学
卒
業
程
度
）
３
人
程
度
、

保
育
士
（
短
大
卒
業
程
度
）
３
人
程
度

▽
勤
務
先

　

ま
ん
の
う
町

▽
受
験
資
格

　
（
一
般
行
政
）

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業

し
た
者
ま
た
は
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者
。

　
（
保
育
士
）

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
幼
稚
園
教
諭

の
免
許
お
よ
び
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者

ま
た
は
平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
免
許
お

よ
び
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

▽
試
験
日

　
（
第
１
次
試
験
）

　

平
成
21
年
７
月
26
日
（
日
）

▽
試
験
会
場

　

香
川
県
自
治
会
館
、
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ

き
お
よ
び
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
（
高
松
市
福
岡

町
二
丁
目
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

平
成
21
年
６
月
11
日
（
木
）
〜
平
成
21
年

７
月
１
日
（
水
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
６
月
25
日
（
木
）
ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
そ
の
他

　

申
込
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
課
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
角
形
２

号
、
１
２
０
円
切
手
を
は
っ
て
あ
て
先
を
明

記
し
た
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
総
務
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
０

○設置目的
　少年問題に関する関係機関および関係団体と
連絡調整を図り、少年の非行を防止し、その保
護と健全な育成を推進すること。
○設置場所
　まんのう町宮田750番地4（旧仲南北小学校1
階）
○業務内容
　少年の非行防止を目指した街頭指導や少年相
談、少年の福祉を害する環境浄化に関すること、
適応指導教室の運営など。
【連絡先】　薀（75）4032、FAX（75）1512

まんのう町少年育成センター
4月から活動開始



8

町
財
政
事
情
の
公
表

まんのう町財政事情について（平成20年10月1日～平成21年3月31日）
　地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の3第1項およびまんのう町財政事情の公表に関する条例（平成18年条

例第53号）第4条の規定に基づき、平成20年10月1日から平成21年3月31日までの期間における予算の使用状況などを

お知らせします。

　町では、限られた財源で最大の効果が上がるよう、適正かつ効率的な予算執行を行い、住民福祉に努めています。

【問い合わせ先】総務課　薀（73）0100

一般会計予算

歳入
予算現計額　10,492,605千円
収 入 済 額　 8,581,100千円
収　入　率　81.8％

歳出
予算現計額　10,492,605千円
支 出 済 額　 7,551,403千円
執　行　率　72.0％

歳　入 ( 単位 : 千円 )

科　　　目 予算現額
収　　入　　済　　額

収入率
上半期 下半期 計

町 税 1,894,719 1,367,447 604,296 1,971,743 104.1%

地 方 譲 与 税 146,334 43,684 60,112 103,796 70.9%

地 方 交 付 税 3,859,771 2,574,076 1,410,849 3,984,925 103.2%

そ の 他 交 付 金 な ど 334,525 175,008 165,266 340,274 101.7%

分 担 金 お よ び 負 担 金 134,641 43,571 61,229 104,800 77.8%

使 用 料 お よ び 手 数 料 122,152 56,738 61,237 117,975 96.6%

国 庫 支 出 金 1,049,210 57,982 168,696 226,678 21.6%

県 支 出 金 702,358 70,768 303,329 374,097 53.3%

財 産 収 入 115,556 20,994 91,441 112,435 97.3%

寄 附 金 151 0 405 405 268.2%

繰 入 金 51,492 25,635 24,084 49,719 96.6%

繰 越 金 681,159 681,159 0 681,159 100.0%

諸 収 入 169,137 61,185 108,209 169,394 100.2%

町 債 1,231,400 0 343,700 343,700 27.9%

　 合 計 　 10,492,605 5,178,247 3,402,853 8,581,100 81.8%

※繰越予算を含みます。

歳　出 ( 単位 : 千円 )

科　　　目 予算現額
支　　出　　済　　額

執行率
上半期 下半期 計

議 会 費 139,590 68,674 68,869 137,543 98.5%

総 務 費 2,512,831 536,449 622,842 1,159,291 46.1%

民 生 費 2,207,835 706,072 1,031,852 1,737,924 78.7%

衛 生 費 756,685 239,334 294,445 533,779 70.5%

労 働 費 3,703 1,477 1,435 2,912 78.6%

農 林 水 産 業 費 839,145 189,922 406,593 596,515 71.1%

商 工 費 154,981 44,844 83,119 127,963 82.6%

土 木 費 794,315 149,674 194,817 344,491 43.4%

消 防 費 534,069 276,014 187,084 463,098 86.7%

教 育 費 1,268,055 506,322 668,842 1,175,164 92.7%

災 害 復 旧 費 5 0 0 0 0.0%

公 債 費 1,061,696 521,380 537,136 1,058,516 99.7%

諸 支 出 金 214,695 18,341 195,866 214,207 99.8%

予 備 費 5,000 0 0 0 0.0%

　 合 計 　 10,492,605 3,258,503 4,292,900 7,551,403 72.0%

※繰越予算を含みます。
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町
財
政
事
情
の
公
表

 特別会計予算 （単位：千円）

会　計　別 予算現額
収　入　済　額

収入率
支　出　済　額

執行率
上半期 下半期 計 上半期 下半期 計

国民健康保険（事業勘定）2,377,517 947,422 1,033,013 1,980,435 83.3% 978,882 1,085,628 2,064,510 86.8%
国民健康保険（直診勘定） 31,000 6,034 13,905 19,939 64.3% 14,300 14,488 28,788 92.9%
老 人 保 健 303,868 313,299 660 313,959 103.3% 253,484 48,044 301,528 99.2%
後 期 高 齢 者 医 療 245,431 82,209 146,292 228,501 93.1% 83,031 151,990 235,021 95.8%
介 護 保 険 1,950,847 842,704 837,966 1,680,670 86.2% 760,603 974,849 1,735,452 89.0%
診 療 所 114,559 79,062 41,172 120,234 105.0% 34,148 36,218 70,366 61.4%
簡 易 水 道 260,370 77,560 81,745 159,305 61.2% 113,766 127,833 241,599 92.8%
下 水 道 244,700 34,273 25,710 59,983 24.5% 94,823 109,421 204,244 83.5%
農 業 集 落 排 水 32,980 2,400 2,698 5,098 15.5% 15,021 13,710 28,731 87.1%
浄化槽整備推進事業 92,120 10,635 12,291 22,926 24.9% 52,105 37,470 89,575 97.2%

 公営企業会計予算 （単位：千円）

会　計　別 項　　目 予算現額 収入済額 項　　目 予算現額 支出済額

水 道 事 業
収益的収入 240,459 262,173 収益的支出 244,245 223,228
資本的収入 160,736 62,844 資本的支出 263,152 140,294

地方債現在高 （単位：千円）

一 般 会 計

総 務 債 2,325,733
民 生 債 201,693
衛 生 債 99,301
農 林 水 産 業 債 876,274
土 木 債 1,716,703
消 防 債 59,865
教 育 債 646,133
災 害 復 旧 事 業 債 121,314
そ の 他 3,366,338

小　　計 9,413,354

特 別 会 計

水 道 事 業 1,099,969
簡 易 水 道 事 業 1,522,387
下 水 道 事 業 1,560,874
農業集落排水事業 274,739
浄化槽整備推進事業 349,531

小　　計 4,807,500
合　　　　　計 14,220,854

借入先別内訳

財 務 省 7,632,549
ゆ う ち ょ 銀 行 1,012,690
か ん ぽ 生 命 1,412,658
地方公営企業等金融機構 1,787,715
市 中 銀 行 421,243
そ の 他 1,953,999

合　　　　　計 14,220,854

土地および建物 （単位：裃）

区　分 土地
（面積）

建物（延べ面積）
木造 非木造 計

行 政 機 関
（庁舎・消防など） 45,598 164 13,576 13,740

公共用財産
（学校・公民館など） 1,036,821 6,931 86,491 93,422

普 通 財 産
（その他の財産）3,892,195 269 125 394

合　　計 4,974,614 7,364 100,192 107,556

出資による権利 （単位：千円）

香 川 県 農 業 信 用 基 金 協 会 出 資 金 7,920
香川県モーターボート競走会出資金 90
香 川 県 信 用 保 証 協 会 出 捐 金 9,685
㈶ 香 川 県 農 業 振 興 公 社 出 資 金 4,908
㈶ 香 川 県 環 境 保 全 公 社 出 捐 金 1,000
㈶ 香 川 県 国 民 年 金 福 祉 協 会 出 捐 金 243
㈱ 香 川 県 畜 産 公 社 出 資 金 2,900
㈶ 香 川 県 腎 臓 バ ン ク 拠 出 金 653
㈶香川県暴力追放運動推進センター出捐金 2,572
中 讃 ふ る さ と 市 町 村 圏 基 金 出 資 金 101,790
㈱ グ リ ー ン パ ー ク ま ん の う 出 資 金 8,000
㈶ 公 園 緑 地 管 理 財 団 出 捐 金 5,000
㈶ 香 川 県 下 水 道 公 社 出 捐 金 935
㈳野菜価格安定共済資金協会出捐金 1,019
㈶ 香 川 県 市 町 村 職 員 互 助 会 出 捐 金 418
㈶ 香 川 県 健 康 福 祉 機 構 出 捐 金 257
㈶ か が わ 産 業 支 援 財 団 出 捐 金 9,149
ま ん の う 町 土 地 開 発 公 社 出 資 金 15,000
香 川 県 西 部 森 林 組 合 出 資 金 3,126
㈶ こ と な み 振 興 公 社 寄 附 金 102,200
㈲ 清 流 の 里 出 資 金 300
仲 南 町 森 林 組 合 出 資 金 310
㈲ 仲 南 振 興 公 社 出 資 金 15,000
地 方 公 営 企 業 等 金 融 機 構 出 資 金 1,400

合 計 293,875

基金 （単位：千円）

ま ん の う 町 財 政 調 整 基 金 1,852,989
ま ん の う 町 減 債 基 金 225,558
ま ん の う 町 地 域 福 祉 基 金 531,059
まんのう町住宅新築等資金借入金償還準備基金 339
まんのう町ふるさと・水と土保全対策基金 28,296
ま ん の う 町 土 地 開 発 基 金 257,943
まんのう町琴南地区特定施設に関する基金 30,576
まんのう町仲南地区特定施設に関する基金 43,578
ふ る さ と 応 援 基 金 150
まんのう町国民健康保険事業財政調整基金 129,630
まんのう町介護保険事業財政調整基金 154,975
まんのう町介護従事者処遇改善臨時特例基金 15,764
まんのう町診療所管理運営事業基金 43,000
ま ん の う 町 簡 易 水 道 事 業 基 金 8,095

合 計 3,321,952
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先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
「
健
康
日
本
21
」

は
、
平
成
12
年
３
月
に
国
が
策
定
し
た
も
の

で
す
が
、
そ
の
中
で
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、

地
方
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

香
川
県
で
も
独
自
性
を
持
た
せ
た
「
健
や
か

香
川
21
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
（
香
川
県
健
康
増
進

計
画
）」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
長
寿
か
が
わ
の
実
現
を
目
指

し
て

　

こ
の
計
画
は
、
21
世
紀
の
本
格
的
な
少
子

高
齢
社
会
を
迎
え
、
県
民
誰
も
が
生
涯
を
通

じ
て
、
健
康
で
明
る
く
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
、
増
大
す
る
医
療
・

介
護
な
ど
の
社
会
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

香
川
県
で
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
県

民
自
ら
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を

基
本
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
し
、
健
康
寿
命
（
介

護
を
必
要
と
し
な
い
、
健
康
で
自
立
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
）
を
伸
ば
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

食
事
は
３
・
３
・
30
が
大
切

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
栄
養
・
食
生
活
の

面
で
、
３
・
３
・
30
（
さ
ん
・
さ
ん
・
さ
ん
ま
る
）

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
１
日
に
3
回
食
事
を
取
る

こ
と
（
食
事
を
抜
か
な
い
こ
と
）、
１
回
の

食
事
に
3
つ
の
器
（
主
食
の
器
、
主
菜
の
器
、

副
菜
の
器
）
を
使
う
こ
と
、
１
日
に
食
べ
る

食
品
の
数
は
30
食
品
を
目
標
に
す
る
こ
と
を

い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
を
取
っ
て
、
３
・
３
・

30
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

一
つ
の
食
品
で
必
要
な
栄
養
が
す
べ
て
取

れ
る
食
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
食
べ
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
必

要
が
あ
り
、
毎
食
、
主
食
（
ご
飯
、
パ
ン
、

め
ん
類
な
ど
）・
主
菜
（
魚
、
肉
、
豆
腐
、
卵

な
ど
）・
副
菜
（
野
菜
、
海
藻
、
き
の
こ
な
ど
）

を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

薄
味
が
一
番

　

こ
の
計
画
の
特
徴
と
し
て
、
で
き
る
限
り

実
践
的
な
計
画
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

施
策
の
具
体
的
視
点
を
提
示
す
る
と
と
も
に

数
値
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

食
塩
摂
取
量
の
減
少
と
し
て
、
食
塩
は
一
人

１
日
10
ｇ
未
満
を
摂
取
す
る
こ
と
で
す
。

　

食
塩
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
取
り
過
ぎ
る
と
、

高
血
圧
に
な
り
、
体
に
良
く
な
い
こ
と
は
ご

存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
で
は
、
ど
う
す
れ

ば
取
り
過
ぎ
ず
に
す
む
の
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
ご
家
庭
で
、「
だ
し
割
り
し
ょ
う

ゆ
」を
作
っ
て
み
る
の
も
一
法
で
す
。
こ
れ
は
、

昆
布
や
煮
干
し
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
だ
し

を
と
り
、
調
味
料
と
と
も
に
い
っ
た
ん
火
を

通
し
て
冷
や
し
た
だ
け
で
出
来
上
が
り
ま
す
。

「
だ
し
し
ょ
う
ゆ
」
の
場
合
は
、
し
ょ
う
ゆ
４

対
だ
し
２
対
酒
１
の
割
合
で
、「
酢
割
り
し
ょ

う
ゆ
」
の
場
合
は
、
し
ょ
う
ゆ
２
対
だ
し
１

対
酢
１
の
割
合
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
注

意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
化
学
調

味
料
を
使
わ
な
い
こ
と
で
す
。
化
学
調
味
料

に
は
塩
味
を
薄
く
感
じ
さ
せ
る
働
き
が
あ
る

か
ら
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
取
っ
て
、
丈

夫
な
骨
を
つ
く
ろ
う

　

食
塩
の
取
り
過
ぎ
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
は
大
切
で
す
。「
骨
粗
し
ょ

う
症
」
と
い
う
病
気
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
、
骨
の
中

で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
残
高
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
年
齢
が
70
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
、
女
性
で
あ
る
こ
と
、
閉
経
（
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
や
卵
巣
切
除
を
含

み
ま
す
。）
し
て
い
る
こ
と
、
小
柄
で
あ
る
こ

と
、
血
縁
に
骨
粗
し
ょ
う
症
の
人
が
い
る
こ

と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
起

こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
食
事
と
運
動
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
成
人
が
１
日
当

た
り
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
は
６
０
０
㎎
な
の

で
、
毎
日
、
牛
乳
コ
ッ
プ
１
杯
、
大
豆
製
品

１
０
０
ｇ
、
緑
黄
色
野
菜
１
２
０
ｇ
、
小
魚

を
少
々
食
べ
る
こ
と
で
す
。
体
重
を
か
け
て

移
動
す
る
運
動
は
、
骨
量
の
目
減
り
を
抑
え
、

さ
ら
に
骨
芽
細
胞
（
骨
を
つ
く
る
細
胞
）
を

刺
激
し
て
骨
の
生
成
を
促
進
し
、
骨
に
カ
ル

シ
ウ
ム
が
定
着
す
る
の
を
助
け
る
の
で
、
や
っ

て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道

｜
 

私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で ｜

中讃テレビ「食育工房」
今月の出演者は、まんのう町食生活改
善推進協議会の安浦岡みち子さん＝写真
右。

　テレビで紹介された料理レシピ（全品）
は、町ホームページや、健康増進課、各
支所の窓口で手に入ります。

絶賛放映中 
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食改の 
食育だより 
食改の 
食育だより 
食改の 
食育だより 

運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

ひ
ま
わ
り
油 

ひまわり油をひき、低温のうちに 
つぶしたにんにくを加える。 
香りが立ってきたら、ひき肉を加え 
ポロポロになるまで炒める。 

中火よりやや強め 

ザク切りのキャベツを加えて 
炒めた後、調味料を入れて、 
ほど良く水分がなくなるまで 
炒め煮にする。 

ご飯にかけて、 
出来上がり。 

塩、こしょう 
を振る。 

にんにく 
豚
ひ
き
肉 

ザク切り 
キャベツ 

いちごヨーグルト 
のヨーグルト 

いちごヨーグルトの 
いちご 

春キャベツの 
炒め物のひき肉 

ご飯 

新じゃが 
のサラダ 

新玉ねぎ 
のみそ汁 

炒め物の 
春キャベツ 

水 
しょうゆ 
みそ ｝ 

強火 

春キャベツとひき肉の炒め物 春キャベツとひき肉の炒め物 

●エネルギー 144kcal ●タンパク質 10.7ｇ ●脂質 8.7ｇ ●食物繊維 1.5ｇ ●食塩 0.9ｇ 
ご飯、春キャベツとひき肉の炒め物、新じゃがのサラダ、 

新玉ねぎのみそ汁、いちごヨーグルト 

ビタミン豊富なワンプレートメニューで 
しっかりと朝食を取りましょう。 

※メニューをコマにあてはめると 

作り方 

●豚ひき肉 200g　●キャベツ 280g　●にんにく 1かけ　●しょうゆ 大さじ1　
●みそ 小さじ1　●水 1/4カップ　●塩 少々　●こしょう 少々　 
●ひまわり油 小さじ1

600kcal台の栄養バランスメニュー 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

材料（4人分） 

貯
筋
講
座
� 

講
師
／
四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

　
　
　
片
山
昭
彦
　
准
教
授 

1 2 3

いたいた いた 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

　

来
月
号
か
ら
、
こ
の
誌
面
上
で
二
人
の
町

民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
運
動
や
食

事
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
実
際
に
測

定
を
し
、
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
食
事
管
理
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ま
ず
は
目
的
・
目
標
と
ス
タ
ー
ト
時

点
の
自
分
を
知
る
こ
と
か
ら

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
将
来
の
自
分
の
理
想
の

姿
を
描
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
夫

婦
で
登
山
旅
行
を
し
た
い
、
い
つ
ま
で
も
孫

と
元
気
で
遊
ん
で
い
た
い
な
ど
で
す
。

　

次
に
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を

考
え
ま
す
。
体
重
を
何
㎏
減
ら
す
こ
と
よ
り

も
、
何
の
た
め
に
減
ら
す
の
か
を
意
識
す
る

と
、
取
り
組
む
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
状
の
自
分
の
状
態
を
客
観
的

に
把
握
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
体
重
や
腹

囲
、
体
脂
肪
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
数
字
で
知

り
、
そ
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
み
具
合
が
分
か
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
タ
ー
ト
時
点
で
の
自
分

を
知
る
こ
と
は
、
将
来
の
、
理
想
の
自
分
を

知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

体
脂
肪
率
を
測
定
す
る
と
き
は
、
同

じ
状
況
で

　

体
脂
肪
率
を
測
定
す
る
方
法
と
し
て
、
イ

ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
法
と
い
う
簡
単
な
計
測
方
法

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
極
（
金
属

の
部
分
）
が
付
い
た
体
重
計
に
、
裸
足
で
乗
っ

て
計
測
す
る
、
お
な
じ
み
の
も
の
で
す
。
こ

の
測
定
は
、
水
分
量
の
影
響
を
受
け
る
な
ど

測
定
誤
差
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
一
日
の
う
ち
で
同
じ
状
況
（
起

床
後
す
ぐ
や
お
風
呂
上
り
な
ど
）
で
測
定
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
す
っ
き
り
二
の
腕
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

① 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
、
二
の
腕
を
意

識
し
ま
す
。

② 

腕
を
前
に
振
る
と
き
は
、
ひ
じ
を
軽
く
曲

げ
ま
す
。
後
ろ
に
振
る
と
き
は
、
し
っ
か

り
伸
ば
し
ま
す
。

③ 

腕
が
伸
び
た
と
き
に
は
、
手
の
平
が
上
向

き
に
な
る
よ
う
に
、
ひ
じ
か
ら
下
を
ね
じ

り
な
が
ら
、
二
の
腕
の
筋
肉
に
力
を
入
れ

ま
す
。
こ
の
と
き
に
、
二
の
腕
の
筋
肉
が

硬
く
な
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

貯
筋
講
座
・
食
育
だ
よ
り

始
め
る
前
に
、「
目
指
す
方
向
」と「
今
の
状
況
」の
確
認
を
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「
牛
屋
口
」
今
昔
 

う
し
や
ぐ
ち 

　

江
戸
時
代
、「
四
国
の
道
は
金
毘
羅
に
通
じ

る
」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
に
金
毘
羅
参
り
は
盛

ん
で
あ
っ
た
。
金
毘
羅
五
街
道
と
い
っ
て
阿

波
街
道
・
高
松
街
道
・
丸
亀
街
道
・

多
度
津
街
道
・
伊
予
土
佐
街
道

の
五
つ
の
主
な
街
道
で
各
地
と

結
ば
れ
て
い
た
。

　

金
毘
羅
へ
の
西
の
入
口
で
あ

る
伊
予
土
佐
街
道
は
、
伊
予
見

峠
を
経
て
佐
文
地
区
に
入
り
、

地
区
を
西
か
ら
東
へ
縦
断
す
る
。

そ
し
て
、
伊
予
土
佐
街
道
の
終

着
点
が
佐
文
の
牛
屋
口
（
御
使

者
口
と
い
う
説
も
あ
る
）
で
あ
る
。

　

交
通
手
段
が
徒
歩
で
あ
っ
た
時
代
、
こ
の

牛
屋
口
周
辺
は
現
在
で
は
想
像
も
で
き
な
い

ほ
ど
に
栄
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
の
末
期
ま
で
は
、
五
十
人
以
上
も
宿

泊
で
き
た
旅は

た
ご籠
を
は
じ
め
、
も
ち
屋
・
う
ど

ん
屋
・
菓
子
屋
・
酒
屋
・
床
屋
な
ど
の
店
が

立
ち
並
び
、
馬
つ
な
ぎ
場
や
人
力
車
の
溜た

ま

り
場
も
あ
り
、
夜
遅
く
ま
で
三
味
線
の
音
と

客
の
歌
声
が
絶
え
る
こ
と
も
な
い
ま
で
の
賑に

ぎ

わ
い
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
毎
朝
魚
市
が
開
催
さ
れ

て
い
た
。
夜
明
け
ま
で
に
遠
路
は
る
ば
る
新

鮮
な
魚
を
天て
ん

秤び
ん

棒ぼ
う

で
担
い
だ
魚
屋
が
観
音
寺

や
仁
尾
方
面
か
ら
七
人
ほ
ど
や
っ
て
来
て
、

威
勢
よ
く
競
り
市
が
行
わ
れ
て
い
た
。
魚
を

仕
入
れ
る
た
め
人
々
が
集
ま
っ
て
来
る
の
で

早
朝
か
ら
大
変
活
気
に
満
ち
て
い
た
の
で
あ

る
。
当
時
の
繁
栄
を
示
す
例
と
し
て
、
一
軒

の
う
ど
ん
屋
が
一
日
に
消
費
す
る
う
ど
ん
粉

が
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

峠
を
少
し
下
っ
た
山
際
に
大

き
な
井
戸
が
残
っ
て
い
る
。
こ

の
地
区
は
家
並
が
急
な
坂
道

に
沿
っ
て
建
っ
て
お
り
、
近
く

に
川
も
無
い
の
で
水
が
貴
重
で

あ
っ
た
。
古
く
か
ら
「
大
泉
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
井
戸
は
、

現
在
で
も
こ
ん
こ
ん
と
水
を
湛た
た

え
て
い
る
。

　

交
通
機
関
の
発
達
は
地
区
の

姿
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
。
明
治
中
期
か
ら

人
力
車
が
走
り
、
大
正
期
に
は
八
人
乗
り
の

馬
車
が
登
場
し
た
が
、
何
よ
り
も
大
き
な
変

化
は
国
道
三
七
七
号
線
の
開
通
で
あ
る
。
国

道
を
バ
ス
が
行
き
交
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
こ
の
峠
道
を
通
る
人
も
疎ま

ば

ら
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
往
時
を
偲し
の

ぶ
も
の
と
し
て
、
今

も
峠
に
立
ち
並
ぶ
土
佐
の
浦
々
の
人
た
ち
が

寄
進
し
た
た
く
さ
ん
の
灯と

う

籠ろ
う

に
過
去
の
栄
光

を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
文
責　

佐
文　

五
所
野
尾　

優
）

　

わ
た
し
は
現
在
、
大
学
で
学
生
に
英

語
を
教
え
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
テ

ネ
シ
ー
州
出
身
で
す
が
、
最
初
日
本
に

来
る
き
っ
か
け
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
し
た
。香
川
に
来
た
の
が
20
年
前
、

そ
れ
か
ら
日
本
で
結
婚
し
、
今
観
音
寺

に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

わ
た
し
が
香
川
に
来
た
当
時
と
比
べ

る
と
、
香
川
の
街
は
外
国
人
に
と
っ
て

大
変
住
み
や
す
く
な
っ
て
き
た
と
思
い

ま
す
。
当
時
、
駅
な
ど
で
の
標
示
は
、

日
本
語
だ
け
で
し
た
が
、
最
近
は
二

言
語
で
書
か
れ
た
標
示
が
そ
こ
か
し
こ

に
あ
り
ま
す
。
大
事
な
注
意
書
き
や
標

識
な
ど
共
通
認
識
が
必
要
な
も
の
は
、

ロ
ー
マ
字
表
記
だ
と
ど
の
国
の
人
も
分

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
で
学
生
に
英
語
を
教
え
て
い
て

思
う
の
で
す
が
、
英
語
と
い
う
の
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
っ

て
、
上
手
に
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
大
事
な

の
で
は
な
く
、
お
互
い
の
考
え
方
を
分

か
る
た
め
に
言
葉
を
使
う
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
な
ぜ
英
語
を
勉
強
し
て
い

ま
す
か
。
外
国
語
を
勉
強
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
人
自
身
の
世
界
が
広
が

り
、
双
方
の
文
化
を
比
較
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
相
互
理
解
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ひ
い
て
は
、
お
互
い
の
良
さ
が
分

か
り
あ
え
る
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
外
国
人
は
、
行
政
に

対
し
て
直
接
の
参
政
権
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
わ
た
し
が
日
本
で
素
晴
ら
し
い
と

感
じ
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
地
域

社
会
）
の
存
在
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
隣
の
人
を
知
ら
な

い
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、わ
た
し
の
住
む
観
音
寺
で
は
、

廃
品
回
収
や
川
の
掃
除
な
ど
何
か
と
地

域
の
人
が
集
ま
る
機
会
が
あ
り
、
そ
こ

で
い
ろ
い
ろ
意
見
を
言
っ
た
り
聞
い
た

り
で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
で
出
た
わ
た
し
た
ち
の
意

見
が
行
政
へ
反
映
さ
れ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
の
祭
り
も
い
い
で
す
。
み
ん
な

の
気
持
ち
が
高
ぶ
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
多
く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

が
頻
繁
に
あ
っ
た
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
気
軽
に
誘
っ
て
も
ら
え
た
り
す
れ

ば
、
う
れ
し
い
で
す
。

　

今
世
界
中
が
不
況
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
日
本
で
は
住
民
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
外
国
人
の
わ
た
し
た
ち
に

も
定
額
給
付
金
を
も
ら
え
た
の
は
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
正
直
も
ら
え
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
。

　

早
く
今
の
不
況
が
終
わ
り
、
世
界
が

新
し
い
幕
開
け
を
迎
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

（
高
松
大
学
准
教
授

Ｒ
・
Ｔ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
）

ふ
る
さ
と
探
訪
・
多
文
化
共
生
へ
の
扉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
始
ま
る
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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シ
リ
ー
ズ
 

「
香
川
人
権
ゆ
か
り
の
地
巡
り
（14）
」
 

土
庄
町
公
民
館
（
土
庄
町
）

戦
後
初
の
全
国
部
落
青
年
大
会

　

１
９
５
７
年
に
第
１
回
部
落
解
放
全
国

青
年
集
会
が
小
豆
島
の
土
庄
町
公
民
館
で

開
か
れ
、
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

差
別
に
抗
議
し
て
自
殺
し
た
和
歌
山
の

女
子
高
校
生
の
報
告
や
、
群
馬
で
米
駐
留

軍
兵
士
に
無
残
に
も
射
殺
さ
れ
た
部
落
女

性
の
報
告
な
ど
が
涙
を
誘
い
ま
し
た
。
各

地
か
ら
の
生
々
し
い
報
告
を
聞
き
、
参
加

し
た
若
者
た
ち
は
部
落
差
別
の
不
合
理
と

矛
盾
に
目
覚
め
、
そ
の
後
は
各
地
で
部
落

解
放
運
動
の
指
導
者
に
育
っ
て
い
き
ま
し

た
。
香
川
県
内
か
ら
は
31
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
若
者
た
ち
が
中
心
に
な
っ

て
香
川
で
も
部
落
解
放
同
盟
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

公
民
館
の
玄
関
に
は
大
き
な
ソ
テ
ツ
が

あ
り
ま
し
た
。
建
物
は
木
造
二
階
建
て
で

ガ
ラ
ス
窓
の
多
い
明
る
い
建
物
で
し
た
。

現
在
は
新
し
い
公
民
館
が
建
っ
て
い
ま
す
。

【
交
通
】

土
庄
港
か
ら
徒
歩
15
分（

香
川
人
権
研
究
所
）

新
入
生
を
仲
間
に
迎
え
て

　

仲
南
小
学
校
で
は
、
一
年
生
か
ら
六

年
生
を
八
色
の
組
に
分
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
活
動
に
は
、
毎
週
相
談
を
し

な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
遊
び
を
す
る
「
な

か
よ
し
」
の
時
間
や
「
給
食
の
配
膳
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
運
動
会
や

水
泳
大
会
な
ど
も
こ
の
組
で
競
い
合
い

ま
す
。

　

先
日
の
「
な
か
よ
し
」
の
時
間
は
、

自
己
紹
介
を
行
っ
た
り
、
給
食
の
配

膳
の
係
を
決
め
た
り
し
ま
し
た
。
私

は
、
一
年
生
を
は
じ
め
、
同
じ
組
の
子

の
名
前
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い

メ
ン
バ
ー
で
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
二
日
に
は
、
一
年
生
が

新
し
い
仲
間
に
な
っ
た
こ
と
を
歓
迎
し

て
、
春
の
遠
足
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
場

所
は
、
満
濃
森
林
公
園
で
す
。

　

六
年
生
は
、
一
年
生
の
手
を
引
い
て

公
園
ま
で
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

「
疲
れ
た
？
も
う
ち
ょ
っ
と
だ
よ
。
が

ん
ば
れ
。」

と
励
ま
す
と
、
に
こ
っ
と
笑
っ
て

「
大
丈
夫
だ
よ
。
が
ん
ば
る
。」

ニ
コ
ニ
コ
し
て
と
て
も
元
気
な
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔
を
見
て

い
る
と
、
私
は
と
て
も
う
れ
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

公
園
で
「
歓
迎
の
つ
ど
い
」
を
行
い

ま
し
た
。
一
年
生
は
、
ゲ
ー
ム
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
用
意

し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
と
て
も
喜
ん
で
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

同
級
生
の
中
に
は
、
転
ん
で
泣
い
て

い
る
一
年
生
の
世
話
に
困
っ
た
り
、
遊

び
に
夢
中
に
な
り
、
整
列
し
て
く
れ
な

く
て
大
き
な
声
を
出
し
た
り
し
て
い
る

友
だ
ち
も
い
ま
し
た
。

　

失
敗
し
た
り
、
困
っ
た
り
し
た
こ

と
を
次
に
生
か
し
、
同
じ
組
の
人
た
ち

を
大
切
に
し
て
仲
間
作
り
を
進
め
、
み

ん
な
が
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

「
健
康
と
食
」
の
お
話

日
時
／
6
月
3
日（
水
）午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時

場
所
／
長
尾
会
館

参
加
費
／
一
人　

３
０
０
円

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
長
尾
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

薀
（
７
９
）
２
０
２
１

人
権
コ
ラ
ム
・
会
館
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

仲南小学校
6年
大谷 彩夏

当時の土庄町公民館（写真は土庄町提供）
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◆消防吏員
◆受験資格／昭和60年4月2日～昭和
63年4月1日に生まれた者で大学卒業

者（卒業見込み者を含みます。）◆採
用予定人員／若干名◆受付期間／ 6
月11日（木）～7月1日（水）◆第1次試
験／ 7月26日（日）香川県自治会館、
マリンパレスさぬきおよびパール

ガーデン（高松市福岡町二丁目）◆第
2次試験／ 8月中旬ごろ予定
【問い合わせ先】
仲多度南部消防組合消防本部

総務課　薀0877（73）3095

◆10月入校の職業訓練生
◆募集対象者／身体障害者◆募集
科目／オフィスワーク事務科（6カ月
制）後期生◆募集定員／ 15人◆願書
受付期間／ 6月22日（月）～7月23日
（木）◆応募書類の提出先／居住地を
管轄する公共職業安定所◆選考日／
8月5日（水）◆応募相談・施設見学／
電話予約の上、お越しください。電

話予約の受け付けは午前9時～午後5

時 ( 月曜日～金曜日 ) で行っていま

す。◆その他／①訓練内容に応じた
各種資格取得が可能。②授業料は無

料。※教科書・検定代などの費用は

自己負担。③公共職業安定所を通じ

て就職のあっせんが受けられます。

④校内に寮設備があります。使用料

は無料で、食材費・光熱水費は月額

3万円程度です。

【問い合わせ先】
国立県営

兵庫障害者職業能力開発校

　薀072（782）3210

◆第30回青少年国際交流キャ
　ンプ参加者

◆期間／ 7月30日（木）～8月3日（月）
4泊5日◆場所／山梨県山中湖村営山
中湖キャンプ場◆定員／小学4年生
～中学3年生（日本人110人、外国人

40人）◆主な活動内容／富士登山、
ワイドゲーム（みんなで楽しい野外

ゲーム大会）、野外炊飯、アンダー

スタースリーピング（夜空に広がる

星を見ながら寝てみよう！）、もぎ

店屋台村（屋台を飾り付けしてバイ

キング式のお店を開こう）、テント

設営など◆参加費／（例）岡山駅発
の場合、小学生63,000円、中学生

77,000円◆申込期限／ 7月4日（土）◆
申し込み方法／参加申込書を完全記
載し、保険証の写しを添えて本協会

までお送りください。◆その他／ 6
月28日（日）午後3時30分～午後4時30

分に岡山（岡山国際交流センター会

議室3・岡山市奉還町2丁目2番1号）

で事業説明会が開催されます。

【申し込み先／問い合わせ先】
財団法人国際青少年研修協会

〒160-0004

東京都新宿区四谷2-11　大村ビル3階

　担当：高田、藤岡

　薀03（3359）8421

　E-mail:info@kskk.or.jp

　URL:http://www.kskk.or.jp

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。
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まんのう町国際交流協会　会員募集中 
　本協会は、海外の人々との友好関係を深めるために、まんのう町内でさまざまな交流の場を設けたり、町内に住む外
国人が住みやすい環境になるように支援をしたりしています。 
（例）外国文化講座、外国語講座、通訳ボランティア、ホームステイ登録、外国人相談事業、中学生海外派遣支援、町民海

外スタディツアーの企画、外国人受け入れ企業への支援など 
◆年会費／一般会員（1口・500円）1口以上、法人・団体会員（1口・500円）10口以上◆会費の納入方法／①各種
団体（自治会など）での取りまとめ※取り扱いは、まんのう町国際交流協会事務局（かりん会館内）または町役場企画政
策課。②振り込み※香川県農業協同組合での窓口振り込みの場合、振込手数料は不要。（振り込み先）香川県農業協同
組合協栄支店、（貯金種目）普通貯金、（口座番号）0001049（受け取り人）まんのう町国際交流協会 
【問い合わせ先】 
　まんのう町国際交流協会（かりん会館内・水曜日休館）　�0877（75）0200

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

  3.28 公平 東高篠

  3.29 貴雄 勝浦

  3.30 柾夫 西高篠

  4. 3 泰史 岸上

  4. 4 良彦 西高篠

4月届け出分

4月届け出分

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

  4. 1 79 吉野下

  4. 2 94 吉野

  4. 2 76 大口

  4. 9 80 東高篠

  4. 9 89 吉野

  4.10 66 吉野

  4.14 77 真野

  4.14 86 吉野

  4.16 87 炭所西

  4.21 93 吉野

  4.22 87 造田

  4.23 78 吉野下

  4.24 89 吉野

  4.25 67 吉野下

  4.27 81 岸上

  4.28 91 帆山

  4.28 75 吉野下

  4.29 51 川東

  4.29 84 炭所西

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

  4. 7 雄 真野

  4. 8 健一 公文

  4.10 大祐 真野

  4.12 英二 吉野下

  4.19 雄聖 西高篠
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　日本に不法滞在する外国人の数

は、平成5年をピークに減少傾向に

ありますが、いまだ約11万人が不法

に残留しています。

　彼らの多くは、悪質なブローカー

のあっせんなどで不法就労している

と考えられます。

　外国人を雇用したり、研修生を受

け入れる場合は、パスポート、外国

人登録証明書、在留資格・期間、紹

介者を必ず確認してください。皆さ

まのご協力をお願いします。

　正しい理解と認識で来日外国人の

生活と安全を守りましょう。

【問い合わせ先】
琴平警察署　薀0877（75）0110

　新型インフルエンザ発生国や地域

に滞在された方または新型インフル

エンザ患者と接触した方で、7～10

日以内に急激な発熱やせきなどイン

フルエンザのような症状がみられる

方は、医療機関へ直接行かずに、ま

ずは電話で最寄りの保健所にご相談

ください。

◆新型インフルエンザ予防のポイン
ト／①外出後のうがいと手洗いの徹
底②熱、せき、くしゃみなどの症状

がある方はマスクの着用を。

【相談先】
香川県中讃保健福祉事務所

　薀0877（24）9962

◆子どもの人権110番
薔 0120（007）110

◆期間／ 6月28日（日）～7月4日（土）
◆時間／午前8時30分～午後7時※土
日は、午前10時～午後5時◆相談員
／子ども人権委員をはじめとする人

権擁護委員と高松法務局職員

【問い合わせ先】
高松法務局人権擁護部第一課

　薀087（815）5311

◆中讃広域行政事務組合・職員
◆試験の種類／上級試験◆職種／
行政事務◆受験資格／昭和56年4月

2日～昭和63年4月1日に生まれた者

で、学校教育法による4年制大学を

卒業した者または平成22年3月まで

に卒業見込みの者など◆採用予定
人員／ 2人程度◆受付期間／ 6月8
日（月）～25日（木）午前9時～午後4時

※郵送の場合は、6月23日（火）まで

の消印で「特定記録郵便」のものに限

ります。◆提出方法／持参または郵
送※持参の場合は、中讃広域行政事

務組合総務課（土日、祝日を除きま

す。）へ。◆提出書類／①受験申込書
②自筆履歴書③受験番号票（2枚）④

返信用封筒（2通、あて先を明記のこ

と）⑤上半身写真（2枚）※①から③ま

での指定用紙と試験案内は中讃広域

行政事務組合総務課にあります。郵

送で指定用紙などを請求される場合

は、封筒の表に「職員採用試験申込

書請求」と朱書きし、返信用封筒（角

形2号、140円切手をはってあて先を

明記したもの）を同封のこと。◆試
験日／ 7月12日（日）午前8時30分受
付※当面の配属先が情報処理部門と

なるため、採用試験においては専門

試験（情報処理技術者としての基礎

的な知識に関する試験）があります。

◆試験会場／中讃広域行政事務組合
（仲多度郡多度津町堀江五丁目11番

地）◆その他／詳細については、試
験案内をご覧ください。なお、受験

申込書などは、当組合ホームページ

（http://www.chusan.or.jp）か ら ダ

ウンロードできます。

【郵送・請求先／問い合わせ先】
中讃広域行政事務組合総務課

〒764-0021

仲多度郡多度津町堀江五丁目11番地

　薀0877（58）5461

情
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まんのう町ふるさと応援寄附金、ありがとうございます 
　このたびは、まんのう町ふるさと応援寄附（ふるさと納税）にご理解とご協力を頂き、誠にありがとうございました。
寄附金については、寄附をしていただいた方々のまんのう町を思う気持ちを実現化させるとともに、多様な人々の参
加による活力あるふるさとづくりに役立てていきます。 

寄附者（平成20年度分） 
　総数3人、寄附金総計150,000円 
　尾崎好雄様（茨城県）、櫻井博之様（神奈川県）、本多和喜様（東京都） 
　※氏名などの公表の了解を得た方のみ掲載しています。 
　今年度もふるさと「まんのう」の応援者を募集中です。力になりたいとお考えの方は、 
　まんのう町企画政策課（�0877・73・0106）まで。 

「豊かな自然に恵まれたふるさと、私を育てて 
くれたふるさとに感謝し、わずかの額ですが、 
心を込めてふるさと納税をいたします。 
まさに『元気まんまんのふるさと！』を祈念申し 
上げます。」など 

ふるさと「まんのう町」への応援メッセージ 

外国人の不法滞在・
不法就労防止にご協力を

募　　集

新型インフルエンザ
正しい情報に基づいた冷静なご対応を

すべての事業所の皆さまへ
「経済センサス」にご協力を

　平成21年経済センサスを7月1
日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、6月
から7月にかけて調査員がお伺い
します。
　なお、調査票にご記入いただ
いた内容については、統計法に
基づき秘密が厳守されますので、
正確なご記入をお願いします。
総務省、香川県、まんのう町

催　し　物
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栗田町長と長生会園芸クラブの皆さん

　第3回「みどりの式典」が4月24日、憲政記念
館（東京都千代田区永田町）で開催され、長尾ふ
れあいパーク花壇管理委員会・長生会園芸クラブ
（小林利明会長、会員数30人）が平成21年緑化推
進運動功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました。
　このクラブは、平成11年3月に土器川河川敷
に完成した公園「長尾ふれあいパーク」内の花壇
の管理を行っていくために、長尾地区の老人クラ
ブ「長生会」により平成12年に結成されました。
　今回の受賞は、同クラブが四季を通じてさまざ
まな草花の植栽や、水やり、草抜きなどに継続的
に取り組んできた功績によるものです。

消防署員から敬礼の仕方の指導を受ける新入団員ら

　新入団員研修会が3月15日、仲多度南部消防
組合本部庁舎で行われました。
　この研修会は、仲多度南部消防連絡協議会（川
原昭夫会長）が毎年、まんのう町消防団と琴平町
消防団に新しく入った団員を対象に行っている
ものです。
　参加した17人のまんのう町消防団員らは、消
防署員の指導の下、「気を付け」「回れ右」などの
基本動作を習得する礼式訓練をしたり、火災現場
での消火活動の訓練として、実際にポンプ車に結
合したホースを伸ばした上で放水し、水圧に負け
ない姿勢のとり方などを学んだりしました。
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開園記念式典でくす玉を割る来賓者ら

　かりんの丘公園開園記念イベントが5月3日、
かりんの丘公園で開催されました。
　開園記念式典が行われた後は、少年野球場で第
23回三原旗争奪まんのう町少年野球記念大会が
行われたり、芝生広場で香川県警察音楽隊の軽快
な演奏や、讃岐まんのう太鼓保存会と讃岐かりん
太鼓による勇壮な演奏が披露されたりしました。
　午後からは、トライアルランドで自転車やオート
バイ、県警白バイ隊によるトライアルがありました。
　このほか、終日、白鳥動物園による「ふれあい
動物園」が設けられ、親子で小動物との触れ合い
を楽しんでいました。

日本語ボランティアの方によるゲームを楽しむ参加者ら

　国際花見の集いが4月5日、花見を通した町内
在住の外国人同士の交流と行政情報の提供など
を目的に、かりん会館で開催されました。
　この日は、インドネシア出身8人、中国出身
11人、フィリピン出身者を含む７家族が参加し、
優雅な琴演奏やゲームを楽しんだり、桜茶や団子
が参加者らに振る舞われたりしました。桜を見な
がらの昼食の後、定額給付金の説明が英語や中国
語で作成された資料を基に行われるなどしまし
た。
　参加者からは、「同じ町内に住んでいてもなか
なか交流する機会がなかったので、楽しかった」
との喜びの声を聞くことができました。
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緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰 新入団員研修会

かりんの丘公園開園記念イベント 国際花見の集い
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Event Schedule in June

平成21年 町内の110番・119番 

スポーツの結果　（敬称略） 

6月 
テレフォンサービス　　 
�（73）4400（日・祝日のみ） 

休日当番医 

17

日 行　事　名 時　間 場　所

1（月）日
栄養相談
（要予約／健康増進課
薀73－0126）

役場本庁

3（水）日

行政相談 10:00～15:00 役場本庁

ポリオ（予備日） 13:00～13:30 満濃農改センター

健康相談 13:30～14:00 なごみ館

4（木）日
未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

7（日）日 町内一斉清掃 早　朝 町全域

11（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73－0126）

役場本庁

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南支所

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

12（金）日 離乳食講習 13:30～15:00
高篠
ふれあいセンター

16（火）日
栄養教室（胃腸病の予防
と改善／要予約／健康
増進課薀73－0126）

琴南農改センター

17（水）日
心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

3歳児健診 13:00～14:00 満濃農改センター

18（木）日
身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

19（金）日 行政相談・人権相談 10:00～15:00 琴南農改センター

24（水）日 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

25（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73－0126）

仲南農改センター

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

行政相談 13:00～16:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

法律相談
（要予約／まんのう町社協
薀73－3313）

13:00～16:00 満濃農改センター

26（金）日 健康相談 9:30～10:00 佐文公民館

29（月）日 健康相談 13:30～14:00 塩入集会所

日 科 医療機関名 電話番号

7日 内科 池田内科医院 73－2366

14日
内科 森内科医院 73－4188

外科 山田外科医院 73－5211

21日
内科 林医院 75－5125

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

28日 内科 岩闢医院 75－5161

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

区　分 4月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 39（26） 137（125）

人身（件） 13（15） 61（ 57）

死亡（件） 0（ 0） 1（ 1）

救急出動
火災（件） 3（ 2） 4（ 7）

救急（件） 89（68） 316（314）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

日 大会名 場　所 結　　果

4
月
12
日（
日
）

第29回
源平青少年
なぎなた大会

第20回
高松市長杯
なぎなた大会

高松市
総合体育館

【
演
技
競
技
】

◆基本
第1位 : 大岡　瞳
◆小学校低学年
第1位 :岡川瑞歩・大野怜那 組
◆小学校高学年
第1位 :林田彩花・竹下知里 組
◆中学校
第1位 :松下　絢・秋山弥生 組
第2位 : 松原寿子・貞闊幸余 組
◆高校
第1位 : 金關百合子・大岡響 組

【
試
合
競
技
】

◆小学校低学年
第1位 : 大野怜那
◆小学校高学年
第1位 :竹下知里、第2位 : 林田彩花
◆中学校
第1位 :大岡　光、第2位 : 秋山弥生
第3位 : 松原寿子
◆高校
第1位 :大岡響、第2位 : 金關百合子
◆一般
第1位 :長井紀子、第2位 : 大東智美
◆団体
第1位 :林田彩花・大岡　光・大岡　響 組
第2位 : 竹下知里・秋山弥生・金關百合子 組

4
月
26
日（
日
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

祓川河川敷
グラウンド
参加 :67人

優　勝：大岡京子（吉野下）

準優勝：橋塚節子（四條）

第３位：山地 :惠子（四條）

6
月
の
行
事
予
定
・
休
日
当
番
医
・
町
内
の
110
番
119
番
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
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高篠小学校  3年  藤原 聖太 「サイネリア」 

高篠小学校  2年  岡田 茉夕 「くだもののたまご」 

「
30
回 
  

よ
く
か
ん
で
食
べ
よ
う 
   

丈
夫
な
歯
」 

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん 

  

食
後
の
歯
み
が
き 

   

忘
れ
る
ナ
」 満

濃
中
学
校
１
年
　

唐
木 

香
奈 

歯
科
医
師
会
　

岩
山 

準 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

※所属名と学年は、応募時のもの 

手
作
り
の
会
で
一
年
生
を
歓
迎
！ 

     

　
四
月
二
十
八
日
、四
条
小
体
育
館
に

は
、一
年
生
の
笑
い
声
が
ひ
び
き
わ
た
り
ま

し
た
。こ
の
日
は
、新
し
く
四
条
小
の
仲
間

に
な
っ
た
一
年
生
を
、全
校
生
で
歓
迎
す
る

「
一
年
生
を
迎
え
る
会
」で
し
た
。 

　
わ
た
し
た
ち
児
童
会
役
員
は
、こ
の
会

を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、四
月
初
め
か
ら
準

備
を
始
め
ま
し
た
。「
一
年
生
が
上
級
生
と

早
く
仲
よ
く
な
れ
る
よ
う
な
会
」「
全
校

生
が
笑
顔
で
楽
し
め
る
会
」と
い
う
目
標

を
た
て
、用
意
を
進
め
ま
し
た
。各
学
級

で
も
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、代
表
委
員
会

を
開
い
て
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
た
り
、各

学
年
の
役
割
分
担
を
し
た
り
し
ま
し
た
。 

　
い
よ
い
よ
本
番
。六
年
生
が
用
意
し
た

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
の
っ
て
一
年
生
三
十
五
名
が
、少

し
緊
張
し
た
顔
で
入
場
し
て
き
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、一
年
生
一
人
一
人
が
自
己
紹

介
。自
分
の
名
前
と
、好
き
な
動
物
や
食

べ
物
な
ど
を
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。大

き
な
声
を
出
す
う
ち
に
、だ
ん
だ
ん
緊
張

が
と
れ
、笑
顔
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
次

は
、二
・
三
・
五
年
生
か
ら
手
作
り
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
手
紙
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、い
よ
い
よ
楽
し
み
に
し
て
い

た
、各
学
年
と
一
年
生
の
ふ
れ
合
い
ゲ
ー

ム
。こ
れ
は
、四
条
小
の
伝
統
で
あ
る
色
別

チ
ー
ム
に
よ
る
対
抗
競
技
の
、今
年
度
初

め
て
の
競
い
合
い
で
す
。ど
の
学
年
も
、楽

し
く
競
い
合
え
る
よ
う
に
、ル
ー
ル
や
内
容

を
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。わ
た
し
た
ち
六

年
生
が
計
画
し
た
ゲ
ー
ム
は
、「
お
ぶ
っ
て
、

走
っ
て
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
」で
し
た
。は
じ

め
は
、ふ
つ
う
の
お
ん
ぶ
リ
レ
ー
で
し
た
が
、

よ
り
楽
し
く
ふ
れ
合
え
る
よ
う
に
と
話

し
合
い
、途
中
で一
年
生
が
先
生
方
と
ジ
ャ

ン
ケ
ン
を
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
加
え
ま

し
た
。お
ん
ぶ
す
る
と
、一
年
生
が
す
ご
く

楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
く
れ
た
の
で
、わ
た
し

ま
で
う
れ
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、全
校
生
で
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、お
互
い
に
歌
の
ひ
ろ
う
を
し

た
り
し
て
、あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
を
楽

し
み
ま
し
た
。あ
と
で
、一
年
生
に
感
想
を

聞
く
と「
む
っ
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
」と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、

児
童
会
役
員
や

六
年
生
が
中
心

に
な
り
、全
校
生

で
協
力
し
て
楽
し

い
学
校
生
活
に

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

四条小学校  6年 
川 田  咲 季 

今月の 
リポーター 


